
平成27年 3月30日

尾道市公共下水道

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 尾道市

汚水管の整備に伴う汚水量の増加に対応するため，水処理の池数を平成29年度に2池から3池に増設する予定である。そのため，平成27年度末までに水処理施設の躯体の整備及び電気、機械設備の製作を行う。
おのみち地区し尿処理場の能力超過分の浄化槽汚泥を尾道市浄化センターで受け入れ処理（MICS事業）を行う。

（H27末）
水処理施設増設の進捗率
　整備完了施設/躯体の整備及び電気、機械設備の製作 100%

汚水処理施設共同整備事業
 汚泥混合調整槽、送泥装置の設計

 

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

A-1-4 下水道 一般 尾道市 直接 － 汚水 新設 950

A-1-5 下水道 一般 尾道市 直接 － 汚水 新設 37

A-1-9 下水道 一般 尾道市 直接 － 汚水 全種 15

A-1-10 下水道 一般 尾道市 直接 － 汚水 新設 4

合計 1,006

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

C-1-1 下水道 一般 尾道市 直接 水洗化促進支援 20

C-2-1 下水道 一般 尾道市 直接 新設 4
合計 24

番号 備考

C-1-1

C-2-1

尾道市公共下水道
交付 備考

対象

A'-1-1 下水道 尾道市 新設 265 防災・安全移行先

A'-1-2 下水道 尾道市 改築 尾道市浄化センター 55 防災・安全移行先

A'-1-3 下水道 尾道市 改築 尾道市浄化センター 245 防災・安全移行先

A'-1-6 下水道 尾道市 改築 尾道市浄化センター 10 防災・安全移行先

A'-1-7 下水道 尾道市 新設 高西東新涯ポンプ場 1,040 防災・安全移行先

A'-2-1 下水道 尾道市 改築　　　　　　　　　　 マンホールポンプ改築 20 防災・安全移行先

A'-1-8 下水道 尾道市 調査 1,655 20 防災・安全移行先

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

Ａ’

Ｃ’

省略
工種

事業者

番号 事業者

事業種別

0.9%(C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')）

　　尾道処理区管渠点検調査 尾道市

市町村名

0百万円

要素となる事業名

Ａ’

（事業箇所）
事業者

（事業箇所）

要素となる事業名

全体事業費
（百万円）

2.3%

事業内容

尾道市

  汚泥濃縮機

市町村名

    尾道市浄化センター

　　汚水処理施設共同整備事業

Ｃ

100%

中間目標値
（H25当初）

0%

尾道市

市町村名

尾道市

事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名

　　尾道処理区全体計画 　全体計画の見直し 尾道市

事業実施期間（年度）

Ｂ

当初現況値

    尾道市浄化センター 　B系水処理施設（機械．電気．土木）

交付対象事業

全体事業費
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
24百万円

  送泥装置整備

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

1655百万円 0百万円 Ｃ’Ｂ’

全体事業費
（百万円）

尾道市

下水道事業A-1-10と一体的に整備することにより、浄化槽汚泥を含めた効率的な処理が出来る。

市町村名

計画等の名称

尾道市

－ 尾道市

事業種別

事業者
省略
工種

社会資本総合整備計画
計画の名称

0%

計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

交付対象
計画の目標

汚水管の整備に伴い，増加する汚水量に対応するため、尾道浄化センター内の水処理施設を１池増設する。

最終目標値

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1006百万円Ａ 0百万円1030百万円

全体事業費
（百万円）

備考

事業及び
施設種別

要素となる事業名

　汚泥混合調整槽

水処理施設の増設に伴い，当面は処理能力に余裕が生じるため、接続推進を行い早期の流入水増加を図り、下水道経営を健全化にむける。

尾道市

定量的指標の現況値及び目標値

番号

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

事業内容

  助成戸数　約280戸

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

尾道市

尾道市

尾道市

尾道市

その他関連する事業

要素となる事業名

－

    尾道処理区雨水幹線整備（浸水対策）

省略
工種

　　汚水処理施設共同整備事業

    排水設備の接続推進補助

（事業箇所）



社会資本総合整備計画

尾道市公共下水道

平成２３年度～平成２７年度(５年間） 尾道市

平成27年　3月30日

交付対象

尾道処理区計画図

計画の名称

計画の期間

認可区域 

A-1-4 B系水処理施設（増設） 
A-1-5 汚泥濃縮機（増設） 
A-1-10汚泥混合調整槽 

尾道駅 

尾道市役所 

新尾道駅 

東尾道駅 

※本事業はすべて認可区域内において実施する 

全体計画区域 

C-1-1 排水設備の接続推進補助 

尾道市浄化センター 

高西東新涯ポンプ場 

C-2-1 送泥装置 

衛生施設センター 



計画の名称： 尾道市公共下水道                　　事業主体名： 　広島県尾道市         

チェック欄

　１）基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）事業による目標達成の可能性が高い。 ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　１）事業実施のための環境整備が図られている。 ○

⑤計画の具体性

⑥円滑な事業執行の環境

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合等

②目標と事業との関係

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

④事業の効果

Ⅲ．計画の実現可能性
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